
車両購入仕様書（注意事項）

①購入台数合計 6 台

②装備品が異なる車両がある場合は、装備品の違いごとに仕様書を作成しています。

③仕様別の購入台数は、仕様書左上の「台数」欄に記載しています。

④最終的な納入期限は仕様書の期日となりますが、実際の納車は協議のうえ調整します。

⑤電子入札システムに入力する入札金額は、すべての車両の合計金額としてください。

⑥入札金額は見積もった金額の110分の100に相当する金額を入力してください。

　・自賠責保険、重量税、及び自動車リサイクル費用は、入札金額に加えないでください。

　　なお、これらの費用は別途お支払いします。

　・登録その他の諸費用は、入札金額に加えてください。

　・ご当地ナンバー（カラー）の寄付金は、免除となるため見積に含めないでください。

⑦仕様が異なる車両がある場合は、落札後に車両別の内訳書の提出を行っていただきます。

⑧想定車種として記載している自動車以外で入札しようとする場合は、入札参加申込時に

　同等品確認書を用度管財課に提出してください。

⑨この仕様のほか、契約の履行について必要な事項は、大分県契約事務規則(昭和39年大分

　県規則第22号)に定めるところによります。
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内訳

　

所属名

確認担当者名

○例示品以外の同等品で入札しようとする場合は、この様式により担当課（問い合わせ先）の確認を受けること。

○「確認」欄には、問い合わせ先の担当が記載をすること（確認のうえ認定した場合は「○」を記載）。

令和　　　年　　　月　　　日

1 スズキ　キャリィ

品名 軽貨物自動車　糞尿車（自走式トイレカー）

№
例示品 同等品候補

確認
メーカー・車名等 メーカー・車名等

担当者氏名

同等品確認書

　用　度　管　財　課　長　殿

令和　　　年　　　月　　　日

法人名称



□
□
□
□
□
□

□
□
□ □
□
□ □

□
□

□ □

□
□
□ □
□ □

担当氏名 廣崎　ひかる

電話番号 097-506-3139（内3139）

ドライブレコーダー（前方のみ）

バックカメラ

ご当地ナンバー

令和8年3月31日

その他

①自賠責保険及び重量税及び自動車リサイクル費用は、入札金額に加えないこと。

②登録その他の諸費用は、入札金額に加えること。

③ご当地ナンバーの寄付金は、免除となるため見積に加えないこと。

□

防災局防災対策企画課

中部振興局　大分市府内町3-10-1
東部振興局　国東市国東町安国寺786-1
南部振興局　佐伯市長島町1-2-1
豊肥振興局　竹田市大字竹田字山手1501-2
西部振興局　日田市城町1-1-10
北部振興局　宇佐市法鏡寺235-1

要求課

※国内自動車メーカーの自動車であること。

納入場所 　納入期限

※新規登録車であること。

基本仕様 装備及び付属品
オートマチック

パワーステアリング

集中ドアロック

リモコンドアロック

エアコン

パワーウインドウ（前席）

「大分県」文字入れ

台　　　　　　　　　数

６　台 □
乗車定員 ２名

塗装色 白系（指定のラッピング）

排気量等 660ｃｃ

車　両　購　入　仕　様　書

車　　　　　種　　　　　　別 基　　　　本　　　　事　　　　項

糞尿車（自走式トイレカー）

□
車両形状 軽貨物自動車

駆動方式 2WD想定車種（仕様を満たす類似車可）

燃料 ガソリンスズキ　キャリィ

エアバッグ（運転席・助手席・サイド）

ＡＢＳ

衝突被害軽減ブレーキ

スペアタイヤ

ETC車載器

フロアマット

三角表示板

※車両及び取付品、取付装置並びに積載品、付属品は
すべて新規製品のものであること。

※詳細については「令和７年度自走式トイ
レカー仕様書」、「ラッピングデザイン案」参
照
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自走式トイレカー仕様書 
 
１ 総則  

（１） この仕様書は、大分県（以下「発注者」という。）が購入するトイレカー（以下
「車両」という。）について必要な事項について定める。  

（２） 車両は、道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）及び道路運送車両の保安 
基準（昭和２６年運輸省令第６７号）に適合し、最新基準の排出ガス低減レベル
（国土交通省規制）に適合した車両とする。  

（３） 車両及び取付品、取付装置並びに積載品、付属品はすべて新規製品のものである
こと。  

（４） この仕様に基づいて、一部製作できない場合、又は製作することにより機能が低 
下する場合は、発注者に状況の報告し承認を受けるものとする。また、契約後に
おける一切の疑義は、すべて発注者の解釈に従うものとする。  

（５） 付属品、積載品等の取付位置については、本仕様書の内容に不適切な場合は別途 
協議を行い、必要に応じて変更できるものとする。  

  
２ 製作の実施体制等 

受注者は、製作に先立ちこの仕様に基づき次のものを２部提出して、製作上の承認を受 
けるものとする。  

①  製作体制図 
②  車両概要図（工程表、架装部電装配線図、車両諸元表） 
③  外観図（車両前部、車両後部、車両両側面、車両上部） 
④  その他発注者が指示するもの 

 
３ 納車台数  

６台 
 
４ 仕様  

この車両は、災害の発生によりライフラインが寸断された被災地における被災者の衛 
生環境向上を図る車両として、次のとおり仕様を定めるものとする。  

  
（１）全体構造  
① シャシは、最新式のトイレカーに用いることができる軽自動車シャシとし、国土交通省 

が規制する最新の排出ガス規制に適合するものであること。  
② 運転席・助手席はシャシメーカー標準仕様とする。また、ステップ、ブラケット、手す 

り及び握り棒等の取付部分には、十分な補強を設けること。  
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③ シャシフレームに架装上の構造物及び枠組取付台等を取り付ける場合は、弛緩しない方
法とすること。  

④ 車両のカギは、シャシ純正とすること。 
⑤ バッテリーは、車両走行用とトイレ部分用の２系統とすること。トイレ部分用バッテリ

ーの充電は車両エンジンを駆動させる、または外部 100V 電源入力のどちらでも可能なこ
と。  

⑥ 燃料タンクは、排気管との関係を考慮した位置に設け、給油口（付近に給油燃料名を表
示）は、給油が容易な位置とすること。  

⑦架装部本体は FRP 製（厚さ３mm）とすること。  
⑧各ステップ及び昇降用階段はすべり止め処置を施すこと。  
⑨トイレ部分への昇降用階段を各室分設けること。  
➉ 貯水タンク（100Ｌ以上）を設け、貯水タンクへ給水できる給水口及び強制排水口を取り

付けること。また、トイレ設備へ送水するための電動ポンプを取り付けること。  
 また、配管には凍結防止用ヒーターを取り付けること。 
⑪便槽タンク（280Ｌ以上）を設け、便槽タンクからの汲取口及び強制排水口を取り付ける

こと。 汚物の排出方法はバキュームカーによる回収と格納式延長ホースとする。 
⑫発注者が指定する装備品等については、別添１を参照にすること。  
  
（２）トイレ設備 
① トイレ設備は２室（個室）とし、各室に専用の出入口、内扉、蛇口付トイレ 1 基を設け

ること。なお、男女別に区別できるよう、外部に取り外し可能で明確な表示を作成するこ
と（男女 2 枚ずつの表示板）。 

② 大便器の便座は洋式便座（暖房タイプ）とし、各便器に水洗機能及び臭い逆流防止機能
（フラッパー機能）を設けること。また、各便座付近の適切な位置にトイレットペーパー
ホルダー、除菌液・便座クリーナー用ホルダー、トイレ用擬音装置を取り付けるとともに、
各扉に施錠機能を設けること。  

③ 高出力換気扇設備及び照明設備（LED 灯）を適切な位置に取り付けること。  
④ 衣類掛け等のフック又は荷物置き場機能を適切な位置に取り付けること。  
⑤ 十分なスペースの小物置き場等（トイレットペーパー予備置き場）を設けること。 
⑥ トイレ部分用バッテリーの充電は車両エンジンを駆動させる、または外部ＡＣ１００Ｖ

電源入力のどちらでも可能なこと。さらに、ソーラーパネルから充電出来るようにボディ
天井に取付けること。 

⑦ 非常用呼び出し機能を設置すること。 
⑧ 各室に１基ずつ邪魔にならないサイズのサニタリーボックスを設置すること。 
（３）ボディカラー、車体デザイン 

①ボディカラーは白色とする。（指定デザインイメージは別添２を参照） 
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②車体デザインは、構成等について事前に発注者と協議すること。 
 
５ 納車 
（１）新規登録後、各部の清掃手入れを実施のうえ、発注者へ納車すること。  
（２）納車場所は、検査時は大分県庁舎平成の塔前にし、検査後は別添１の配備場所へ納車 

を行うものとする。納品日について、発注者と協議する。 
（３）納車時（検査前）に、車両の燃料タンクは満タンとする。 
（４）設備のカギを予備含め 2 本ずつ用意すること。また、鍵の種類毎にタグを付するこ

と。 
（５）車両の操作及び取付品、付属品等の取扱説明を実施すること。  
 
６ 検査  
（１） 完成検査（納車時検査）は、新規登録後、発注者が指定する日時及び場所で行うも

のとする。  
（２） 完成納車にあたっては、次の関係図書を１部提出すること。  

①納品書（納車内訳書を含む） 
②車両概要図及び取扱説明書（車両外観図、電装配線図、積載品取付図） 
③架装部分取扱説明書 
④自動車検査証及び自動車損害賠償責任保険証明書（写し含む） 
⑤車両及び装備品並びに積載品等の保証書 
⑥その他、発注者で指示するもの。  

（３）検査は発注者の立ち合いのもと、指示に従い行うこととする。 
 
７ 補則  
（１）登録等について  

①トイレカーは糞尿車登録とすること。  
②予備検査や運輸支局の新規登録検査等の必要な検査は、受注者がその手続き等一切 

を代行するものとする。  
  ③自動車損害賠償責任保険は保険期間を 13 か月とすること。 

④自動車保管場所証明申請書における住所地は、別添１の配備場所を参照すること。   
 
８ 納車期限  
令和８年３月３１日  
 
９その他 
 仕様や規格変更を含む上記のほか、疑義が生じた事項については、その都度協議するもの 



5 
 

とする。 
 
トイレ設備一覧 
番号 品名 数量 型式 

1 トイレ出入口 2 架装部左右 

2 貯水タンク 一式 FRP 製 100L 以上 

3 便槽タンク 一式 FRP 製 280L 以上 

4 室内床排水口 一式   

5 室内床防水加工 一式   

6 汲み取り口 一式   

7 便槽タンク排出口 一式 ドレーンホース付き 

8 貯水タンク強制排出口 一式   

9 便器 2 簡易水洗式洋式大便器（手洗い場付） 

10 ポンプ 一式 水洗トイレ用 

11 換気設備 一式 天井部 

12 トイレ部分昇降階段 2 トイレ出入り口昇降用 

13 照明設備 一式 天井部 

14 トイレットペーパーホルダー 2 便器横 

15 除菌液用ホルダー 2 便器横 

16 小物収納スペース 2   

17 暖房タイプ便座 2  

18 サニタリーボックス 2  

19 トイレ用擬音装置 2 音姫 

 

・手洗い場はトイレの 

貯水タンクと兼ねるため 

必須ではない 



ラッピングデザイン案



正面 大分県
Oita Prefecture

仕様
・大分県章を入れること
・大分県とoita prefectureの２種類入れること。

アルファベットは漢字の長さに収まるようにする。
・めじろんを入れること。



側面①

大分県
Oita Prefecture

景勝地やグルメの写真

仕様
・6台統一したものにする。

イメージ



側面②

大分県
Oita Prefecture



背面 Oita
Toilet car

トイレめじろん

トイレめじろんの
イメージ↓

最新の防災情報はこちらから
（県HP 防災ポータルサイト）


